
 
ヤ
ク
シ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開
花

時
期
を
迎
え
、
屋
久
島
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
、
登

山
者
が
多
く
な
る
時
期
に
屋
久
島

森
林
管
理
署
と
協
力
し
「
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

本
年
は
５
月
27
日
（
月
）
～

６
月
７
日
（
金
）
を
計
画
。
高
山

植
物
の
盗
掘
防
止
や
登
山
マ
ナ
ー

の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
春
先
の
温
暖
な

気
候
の
影
響
も
あ
っ
て
か
例
年
よ

り
開
花
が
早
い
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
開
花
を
迎
え
る
つ
ぼ
み
も

ま
だ
見
ら
れ
ま
す
。
屋
久
島
世
界

自
然
遺
産
登
録
20
周
年
を
迎
え

る
本
年
、
安
全
に
注
意
し
多
く
の

方
々
が
屋
久
島
の
悠
大
な
自
然
に

触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

登
山
者
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
て

い
ま
す
が
、
小
屋
周
辺
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
た
り
、
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ

が
装
着
さ
れ
て
い
な
い
ス
ト
ッ
ク

を
使
用
し
て
い
る
な
ど
一
部
心
な

い
登
山
者
も
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
も
引
き
続
き
呼
び
か
け
を
行
う

な
ど
登
山
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

４
月
に
着
任
さ
れ
た
川
端
省
三

局
長
は
５
月
16
日
か
ら
17
日
の

二
日
間
、
屋
久
島
森
林
管
理
署
管

内
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

初
日
は
安
房
貯
木
場
の
土
埋
木

を
視
察
し
た
後
、
千
尋
の
滝
や
大

川
の
滝
の
風
景
林
、
西
部
林
道
の

垂
直
分
布
状
況
等
を
視
察
。
ま
た
、

宮
之
浦
林
道
で
は
ヤ
ク
シ
カ
の
食

害
状
況
や
く
く
り
罠
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。 

 

翌
日
は
、霧
雨
の
中
、縄
文
杉
の

現
況
や
縄
文
杉
ル
ー
ト
の
入
林
状

況
等
を
実
際
に
歩
い
て
視
察
し
ま

し
た
。 

 

視
察
の
間
、
屋
久
島
森
林

管
理
署
と
屋
久
島
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

対
し
て
、
一
般
会
計
移
行
後

の
円
滑
な
業
務
運
営
に
つ
い

て
局
署
連
携
し
て
取
り
組
む

旨
訓
示
が
あ
り
、
最
終
日
に

は
荒
木
耕
治
屋
久
島
町
長
を
訪
問

し
、
視
察
の
感
想
を
交
え
て
懇
談

を
行
う
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。 

 

屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、
本
年
度
も
森
林
保
護

員
（
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
）
に
よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
５
月
か
ら
二

人
一
組
で
、
登
山
道
周
辺
等
森
林

に
お
け
る
植
物
荒
廃
の
状
況
把
握

や
植
物
の
盗
採
・
盗
掘
、
樹
木
損
傷

等
の
防
止
、
登
山
マ
ナ
ー
向
上
の

呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
山
者
の
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

関
東
以
西
に
分
布
す
る
多
年

草
。
海
岸
の
岩
場
に
生
え
、
高
さ

4
0

～6
0

㎝
ほ
ど
で
、
群
生
し
て

株
立
ち
状
に
な
る
。
茎
は
太
く

て
葉
は
接
近
し
て
び
っ
し
り
と

互
生
す
る
。
茎
の
先
の
葉
腋
か

ら
放
射
状
に
枝
を
出
し
枝
先
に

杯
状
花
序
を
つ
け
る 

 

花
期
４
～
６
月 

 

森
林
保
護
員
に
よ
る 

森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施 

ピンクの花を開いたヤクシマシャクナゲ 

（後方の山は黒味岳（1831m）） 
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屋久島の植物 

 

本
州
（
秋
田
県
）
以
南
に
分
布
す

る
多
年
草
。
山
地
の
林
内
や
谷
沿

い
に
生
え
る
。
屋
久
島
で
は
標
高

５
０
０
㍍
付
近
の
林
道
脇
に
多

い
。
普
通
、
花
茎
は
40
㌢
ほ
ど
に

な
る
が
屋
久
島
の
も
の
は
10
～

20
㌢
と
短
い
。
茎
頂
に
総
状
花
序

を
出
し
、
白
花
を
多
数
つ
け
る
。 

 

花
期
５
～
６
月 

 

シライトソウ 

（ユリ科） 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島西部地域における 
ヤクタネゴヨウ生育調査（平成 21 年度） 

**考察 
①西部地域のヤクタネゴヨウ群落はイスノキやクロバイ、マテバシイ､ウラジロ

ガシ等照葉樹の旺盛な生育箇所にあり、痩せ地であった尾根部にも徐々に

照葉樹の落葉腐植層（リター層）が堆積しつつあり、ヤクタネゴヨウの根元付

近の土壌環境が変化しつつあった。② 62 本のヤクタネゴヨウ単木モニタリ

ング木は、やや衰退しつつある個体や、やや健全になりつつある個体が混

在していて、おおむね 5 年前との変動は少なかった。③枯死した 1 個体

（標高 700m）は風衝によるものである可能性が高い。④非常に衰退してい

た個体（標高 380m）は、衰退原因がわからない。特徴としては、根株付近に

シロアリの穿入痕が多く見られ、木材腐朽菌の被害を受けていた。⑤標高

400 ～ 600m 付近までのヤクタネゴヨウ大径木の衰退木の多くの根株には、

シロアリ侵入痕が見られ、現地検討会では、標高別のシロアリ穿入経過と根

株腐朽との因果関係を研究する必要性が提案された。⑥前回からの調査

で、この 5 ～ 6 年の間に枯死したことが確認された西部地域におけるヤクタ

ネゴヨウは、計６本となった。その内３本が風衝・風倒原因で枯死し、１本が

原因を特定できず、２本が風衝によるものではないかと推測された。なお、

西部地域には１千数百本以上のヤクタネゴヨウが生育している。また、屋久

島南部や北部では、マツノザイセンチュウによるクロマツ枯死が継続的に見

られるので、巡視や伐倒駆除等のマツ枯れ対策を引き続き継続・強化する

必要性がある。⑦ヤクタネゴヨウの当年性実生苗は数多く確認されるが、照

葉樹による被圧やその他の理由により、３～ 20 年生程度の幼齢木は極め

て少なく、将来的に健全な更新は期待できない。そのため、実生苗から幼

齢木へと生長する環境を調査し、幼齢木が健全に更新するためのプロセス

を明らかにして､そのプロセスを阻害する要因の把握と、阻害要因を排除す

る保全措置を検討する必要性から、今後も同様のモニタリングを継続的に

実施していくことが望まれる。 

永田岳付近のヤクシマシャクナゲ 

「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
開
始 

～
登
山
者
へ
安
全
な
ど
呼
び
か
け
る
～ 

川
端
森
林
管
理
局
長
が 

屋
久
島
視
察 

くくり罠の説明を受ける局長 

パトロールに向かう保護員 



洋上アルプス№219 号 屋久島森林生態系保全センター 

 

24年 25年 前年比

4月27日 ─ 354 ─

4月28日 344 674 +330

4月29日 892 423 -469

4月30日 555 545 -10

5月1日 844 511 -333

5月2日 590 479 -111

5月3日 514 457 -57

5月4日 1,259 1,007 -252

5月5日 649 472 -177

5月6日 165 128 -37

合計 5,812 5,050

日平均 645.8 505.0 -140.8

24年 25年 前年比

4月27日 ─ 351 ─

4月28日 422 556 +134

4月29日 572 497 -75

4月30日 561 426 -135

5月1日 600 440 -160

5月2日 598 500 -98

5月3日 653 737 +84

5月4日 750 773 +23

5月5日 656 573 -83

5月6日 379 211 -168

合計 5,191 5,064

日平均 576.8 506.4 -70.4

24年 25年 前年比

4月27日 ─ 301 ─

4月28日 289 357 +68

4月29日 467 359 -108

4月30日 308 191 -117

5月1日 307 312 +5

5月2日 335 182 -153

5月3日 363 591 +228

5月4日 438 377 -61

5月5日 763 478 -285

5月6日 203 215 +12

合計 3,473 3,363

日平均 385.9 336.3 -49.6

*24年は9日間、25年は10日間の合計及び平均。

*■：休日

*縄文杉登山者数は屋久島山岳部利用対策協議会の調査、自然休養林入林者数は屋久島レクリエーションの
森保護管理協議会の調査による。
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【ＧＷ期間中における縄文杉登山者数と自然休養林入林者数】 


